
輝

學

研

究

七
二

關
山
慧
玄
繹
師
遺
誠

に
つ
い
て

荻

須

純

道

妙
心
寺
開
山
關
山
慧
玄
輝
師

(
=
一七
七
1
一
三
六
〇
)

の
遺
誠
は
今
日
開
山
無
相
大
師
遺
誠
と
し
て
妙
心
寺
派
下
に
お
い
て
讃
諦
さ
れ

て
い
る
。
檸
師
の
遽
化
は
延
文
五
年

(
=
一…六
〇
)
十
二
月
十
二
日
で
あ
る
が
、
示
寂
に
先
だ
ち
風
水
泉
頭
に
て
出
世
の
始
末
を
後
嗣
授
翁

宗
弼

(
=
一九
六
1
=
一天
○
)
に
立
談
さ
れ
た
も
の
を
、
授
翁
は
そ
の
門
下
雲
山
宗
峨

(寂
年
月
不
詳
)
を
し
て
成
丈
せ
し
め
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
る
。
正
法
山
誌
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

り
　
　
ぎ
つ
　

授

翁

日
。

先
師

者

難
二
述
而

不

フ
作
。

末
世
放

逸

之
見

孫
。

不

レ
知

二
法
之
本

源
幻

於
二
慮

燈

二
耐

一
爲
ン
憂
γ
如
二
路

人
殉

故
好

箇
親

言
出

二
先

　
り

え

　
　
　

師

哀
慾

之
親

口
一者

也
。

老
倫

年
老
而

十
忘

二
八
九
叩
爾

宜

三
記
レ
之

以
胎

二將

來
幻

昔

白
雲
端

和
術

。

百
丈
大

智
樺
師

之

功
。

以
μ
亜
ニ
チ

　
　
　
　
や

達

磨

一建

二
其

狙
堂

幻
後
來

虎

配
隆
陣

師
。

追

二繹

栴

一
日
。

爲
二
人

之
後

一者
。

不
〆
能

三
躬

行
二
遺

訓
幻

於
γ
義

安
乎
。

途

圖
三
某
像

一奉

二
安

お
つ

　
ほ

之
ゆ
是
故
圓
悟
輪
下
錐
γ有
二大
慧
虎
丘
⑩
爲
二虎
丘
之
兇
孫
ゆ
支
那
本
朝
縄
縄
綿
綿
至
二干
今
日
一者
不
レ蓬
二勝
計
幻
其
報
建
可
〆
知
楽
。

看
他
授
翁
如
γ
此
読
話
。
是
故
無
〆貴
無
μ賎
。
法
之
所
γ存
組
之
所
γ存
也
。

余
随
二其
命
一記
〆之
。

加
以
二
授
翁
老
人
告
戒
叩
彼
此
以
信

受
焉
。

智

康
安
元
年
辛
丑
正
月
十
二
日

侍
者
宗
峨

こ
　

性
香
百
拝
書



と
雲
山
宗
峨
は
謹
誌
し
て
い
る
。
最
初
に
一
言
し
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
遺
誠
は
關
山
派
の
人
汝
に
よ
り
、
室
町
幕
府
の

墜
迫
を
避
け
、
ま
た
江
戸
期
に
入
り
て
も
信
録
司
の
監
視
に
氣
を
配
り
つ

つ
江
戸
中
期
に
至
り
、
無
著
道
忠

(
一
六
五
三
1

一
七
四
四
)
に

よ
り
そ
の
著
正
法
山
誌
に
牧
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
雲
山
宗
峨
の
誌
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
康
安
元
年

(
一
三
六
一)
正
月
十
二
日
に

遺
誠
が
成
文
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
關
山
慧
玄
輝
師
が
示
寂
さ
れ
て
か
ち

一
ケ
月
後
の
初
月
忌
を
期
し
て
成
丈
浮
書
を
了
つ
た
も
の
で

あ
る
o

雲
山
宗
峨
は
信
州
の
人
、
灘
師
の
俗
姪
で
あ
り
、
か
つ
て
大
燈
の
室
に
投
じ
た
が
h
大
燈
滅
後
關
山
の
燈
鞘

に
あ
つ
.て
鉗
鎚
を
う
け
る

こ
と
多
年
、
而
も
峻
嚴
な
る
關
山
の
室
中
よ
り
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
二
十
五
度
、
途
い
に
許
さ
れ
す
、
の
ち
授
翁
に
嗣
法
し
た
苦
修
練
行

の
人
で
あ
る
。
い
ま
雲
山
が
授
翁
の
告
戒
に
よ
り
成
文
し
た
遺
誠
は
今
日
關
山
派
下
に
お
い
て
讃
諦
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
乃

ち
宿
昔
吾
大
慮
老
組
正
元
之
間
。

超
二風
波
大
難
地
幻
蚤
入
二宋
域
一遇
二著
虚
堂
老
欄
三
J浮
慈
相
眞
参
實
讃
。

末
後
径
山
蓋
三其
練
奥
ゆ
是

故
得
二路
頭
再
過
之
穗
噸
受
二見
孫
日
多
之
記
叩

軍
二傳
楊
岐
正
脈
於
吾
朝
一者
老
祀
之
功
也
。

次
先
師
大
燈
老
人
参
二得
老
組
子
西
京
殉

侍
二者
京
賛
亘
峯
喝
其
随
從
之
際
脇
不
レ到
F席
者
多
年
。
頗
有
二古
尊
宿
風
ゆ
卒
受
二老
組
淵
粋
命
一長
養
者

二
十
年
。
果
彰
二大
慮
遠
大

之
高
徳
幻
起
二佛
祀
己
墜
之
綱
宗
弔
淺
二眞
風
不
地
之
遺
誠
ゆ
鞭
二策
後
昆
一者
先
師
之
功
也
。
老
曾
袋
受

花
園
仙
帝
勅
請
幻
創
二開
此
山
噸

先
師
囎
レ飯
養
二嬰
見
幻
後
昆
直
饒
有
下忘
二却
老
倫
一之
日
鱒
忘
二却
慮
燈
二
祖
深
恩
叩
不
二
老
倫
見
孫
つ

汝
等
請
務
二其
本
殉

白
雲
感
二
百

丈
之
大
功
喝
虎
丘
歎
二白
雲
遺
訓
ゆ
先
規
如
γ薮
。
誤
而
莫
二摘
γ葉
尋
フ枝
好
。

こ
の
遺
誠
を
無
著
道
忠
が
南
涌
院
蒙
山
よ
り
入
手
し
た
の
は
寛
保
三
年

(
一
七
四
三
)
癸
亥
夏
五
月
十
八
日
で
あ
り
、
無
著
九
十

一
歳
の

時
で
あ
る
Q
尤
も
こ
れ
よ
り
先
き
二
年
前
、
寛
保
元
年

(
一
七
四
一
)
無
著
は
塔
頭
大
龍
院
の
鑑
明
座
元
を
介
し
、
春
光
院
性
同
座
元
よ
り

「關
山
國
師
遺
誠
」
な
る

一
紙
を
得
て
い
る
。
乃
ち

國
師
在
風
水
泉
頭
大
樹
下
。
立

談
干
授
翁
一日
。
昔
大
慮
始
祖
超
二風
波
大
難
地
叩

蚤
入

宋
域
一遇
「・著
虚
堂
殉
將
二路
頭
再
過
之
構
喝

關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠
に
つ
い
て

七
三



輝

學

研

究

七
四

受
!
見
孫
日
多
記
㌧
輩
・博
楊
岐
正
脈
一者
老
祖
功
也
。

次
先
師
大
燈
老
人
。

受
二老
祖
淵
粋
命
一長
養
者
二
十
年
。
果
顯
・大
慮
遠
大
高

徳
幻
興
一彿
祖
巳
墜
綱
宗
殉
淺

眞
風
不
地
遺
誠
℃
鞭

策
後
昆
一者
先
師
功
也
。
老
倫
愛
慮

花
園
仙
帝
勅
請
幼
創

・開
此
山
一先
師
嚇
γ飯

養

嬰
見
一也
。
後
昆
直
饒
有
下忘
二却
老
僧
一日
劫
誤
忘

却
鷹
燈
二
祖
深
恩
↓
不

老
倫
見
孫
鱒
愼
勿
γ爲
二
容
易
↓

老
祖
蓮
而
不
ン作
。
受

ネ
省
授
翁
先
師
命
弔
淺
二之
鳥
蹟
一者
也
。

延
文
庚
子
騒
月
伸
欝
法
孫
比
丘
宗
峨
書

　
こ
　

右

一
紙

寛
保
元
年
辛
酉
四
月
十
九
目
。
大
龍
鑑
明
座
元
携
來
日
。
春
光
性
同
座
元
。
令
三某
傳
昌呈
和
荷
一去
。
道
忠
識

こ
の
一
文
は
延
文
庚
子
畷
月
中
灘
邸
ぢ
關
山
慧
玄
弾
師
が
示
寂
さ
れ
た
直
後
に
お
い
て
誌
さ
れ
た
も
の
で
、
越
え
て
翌
正
月
十
二
日
、

同
じ
く
巽
山
に
よ
つ
て
こ
れ
が
潤
文
補
筆
さ
れ
た
も
の
が
現
行
の
遺
誠
で
あ
る
。
な
ほ
正
法
山
誌
が
所
牧
す
る
示
寂
直
後
の
一
文
、
帥
ち

「關
山
國
師
遺
誠
」
の
冒
頭
に
あ
る

「
國
師
在
風
水
泉
頭
大
樹
下
」
の

「
國
師
」
な
る
文
字
は
誤
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
雲
山
が
筆

を
執
つ
た
こ
の
時
に
は
未
だ
國
師
號
は
賂
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
す
れ
に
せ
よ
輝
師
は
そ
の
嗣
授
翁
に
關
山
灘
の
本
源
を
な
す

慮
燈
二
祖
の
深
恩
を
忘
却
し
な
い
よ
う
遺
囑
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
遺
誠
を
拝
讃
し
つ
N
そ
の
概
要
を
叙
述
す
る
こ
と
玉
す
る
。

二

 

宿
昔
吾
大
慮
老
祖
正
元
之
間
づ

超

風
波
大
難
地
刈
蚤
入
二宋
域
一遇
二着
虚
堂
老
輝
干
浮
慈
⑩
眞
参
實
誰
。

末
後
径
山
盤
コ其
蔽
奥
ゆ
是

故
得
二路
頭
再
渦
之
稽
鴫
受
・見
孫
日
多
記
⑩
軍
こ傅
楊
岐
正
脈
於
吾
朝
一老
祖
之
功
也
。

大
慮
國
師
南
浦
紹
明

(
=
H三
五
ー
=
二
〇
八
)
は
駿
州
安
部
郡
の
人
で
、
生
誕
さ
れ
た
の
は
嘉
禎
元
年
で
あ
り
、
榮
西
寂
後
二
十

一
年

を
経
過
レ
た
年
で
あ
る
。
當
時
道
元
は
深
草
に
洞
上
の
檸
を
睾
揚
し
て
お
り
、
榮
酉
門
下
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
活

動
の
時
代
で
あ
つ
た
。
ζ
の

年
恰
も
同
郷
の
圓
爾
辮
園

(
聖

一
國
師
)
は
紳
子
榮
尊
、
満
苗
彌
左
衛
門
等
と
と
も
に
入
宋
求
法
の
た
め
肥
前
平
戸
津
を
出
帆

し
て

お

り
、
妙
見
道
鮪
も
ま
た
入
宋
求
法
し
泥
年
で
あ
る
。
爾
來
南
詞
東
渡
す
る
灘
倫
の
來
往
は
頻
繁
と
な
り
、
灘
界
は
漸
く
に
し
て
活
漫
と
な



つ
た
。

こ
の
南
浦
生
誕
の
年
よ
り
十

一
年
後
に
は
、
そ
の
師
蘭
漢
道
隆

(
大
畳
騨
師
)
が
來
朝
し
て
い
る
。

南
浦
は
初
め
同
州
建
穗
寺
の
浮
辮
法
師
に
つ
い
て
台
教
を
學
ん
だ
。
の
ち
鎌
倉
建
長
寺
の
蘭
漢
道
隆
の
室
に
投
じ
て
随
侍
し
た
。
更
に

諸
方
歴
参
の
志
を
立
て
、
正
元
元
年

(
=
一五
九
)
二
十
五
才
の
時
、
入
宋
求
法
し
て
諸
知
識
に
参
じ
、

途
に
門
庭
高
瞼
の
き
こ
え
高
き

じ
ん
や

じ

浮

慈
寺

(漸
江
省
杭
州
㌧
の
虚
堂

智
愚

(
一
一
八
五
ー

=

一
六
九
)
の
門

に
投

じ
た
。

虚
堂

の
行
状

に
よ

れ
ば

な
　じ

師
平
生
性
不
r通
γ方
。
與
〆
時
寡
γ合
。
臨
ン
事
無
γ
所
一寛
假
叩
言
緩
脱
〆
口
。
則
繹
然
無
〆間
。
以
ソ
是
學
者
畏
而
仰
γ
之
。

と
あ
る
如
く
、
虚
堂
は
そ
の
性
絡
が
一
般
枇
會
の
常
識
脅
慣
と
い
つ
た
方
俗
は
問
題
と
し
な
い
9
從
つ
て
時
代

の
風
潮
に
お
も
ね
る
と
い

つ
た
と
こ
ろ
が
な
い
。
然
し
事
に
臨
ん
で
責
む
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
規
矩
嚴
然
と
し
て
宥
冤
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
言
わ
す
か
に
口
を

出
す
れ
ば
、
貴
賎
親
疎
の
隔
て
な
く
呵
斤
す
る
と
い
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
,
か
玉
る
性
格
は
ま
た
自
ら
そ
の
家
風
を
形
威
す
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
あ
る
。
南
浦
が
入
宋
し
て
諸
方
偏
歴
の
の
ち
杭
州
浮
慈
寺
の
虚
堂
に
遇
着
し
ヤ
そ
の
門
風
を
仰
い
で
鉗
鎚
を
受
く
べ
く
、
そ
の
櫨

鞘
に
投
じ
た
の
で
あ
る
。
大
慮
國
師
塔
銘
に
ょ
れ
ば
、
南
浦
は
参
堂
久
し
く
し
て
の
ち
賓
客
を
典
り
、
日
夕
春
加
し
た
。

一
日
書
師
に
虚

堂
老
漢
の
壽
像
を
篇
さ
せ
、
虚
堂
に
賛
を
請
う
た
。
虚
堂
録
に
は
賛
詞
を
次
の
如
く
誌
し
て
い
る
。

紹
既
明
白
ゆ
語
不
セ失
レ宗
。
手
頭
簸
弄
。
金
圏
栗
蓬
。
大
唐
國
裡
無
・入

會
弔
叉
却
乗
γ流
過

海
東
一

ζ
れ
威
淳
元
年

(
=
一六
五
)
夏
六
月
の
こ
と
で
、
径
山
へ
移
橦
す
る
前
の
浮
慈
寺
に
在
つ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
虚
堂

は
裡
山

(漸
江
省
杭
州
)
萬
壽
寺
に
勅
住
す
る
こ
と
N
な
り
、
南
浦
も
随
從
し
て
径
山
に
移
り
釜
々
策
鋤
参
究
し
た
。

一
夕
定
中
,に
お
い
て

忽
然
大
悟
し
、
虚
堂
老
漢
に
偶
を
呈
し
て
曰
く

　
　
ゑ

え
　

ぺ

　

忽

然
心

境
共
忘

時

大

地

山
河
透

・・脆
機

一

　

え

　
　

　

法
王
法
身
全
罷
現

時
人
相
封
不
二相
知
一

　　
　

と
。
虚
堂

巡
寮

し
て

「
這

の
漢
参

騨

大
徹

せ
り
」

と

衆

に
報

じ

、

こ
れ

よ
り

一
衆
観

を
改

め
た

と

い
う
。

成
淳

三
年

(
=

一
六
七
)
秋
、
径

山
を
僻

し
て
日

本

に
麟

ろ

う
と

し
た
.時

、
虚
堂

は
…贈

る
に
偶

を

以

て
し
た
響。

關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠
に
つ
い
て

七
五



細陣

學

研
・
究

七
山ハ

途

二
日
本
南
浦

知
客

一

　
　

　

　　

べ

み

ど

べ

敲

確
門
庭
一細
掃
磨

路
顯
鑑
虞
再
経
過

こ

え

こ

　

　
　

明
明
読
與
虚
堂
嬰

東
海
見
孫
日
轄
多

明
知
客
自

獲
明
コ
後
。
欲
γ包
露
臨
品
町
塵
一
卦砺
照
知
客
、
通
首
座
、
源
長
老
聚
μ
賦
一説
ノ
龍
峯
會
裂
家
札
ガ

祖
一"紙
求
ム法
語
靭

老
倫
今

べ
　
　　

ぺ

こ

　

　

　
む

べ
　

こ

　
ま
　

年
八
十
三
。
無
レ力

恵
索
噸
作

一
偶
一以
艦
・行
色
ゆ
萬
里
水
程
以
レ道
珍
衛
、
成
淳
丁
卯
秋
。
住

大
唐
径
山
一智
愚
書
二子
不
動
軒
幻

こ
れ

「
日
多
の
記
」
な
る
も
の
で
關
山
慧
玄
暉
師
遺
誠
の

「路
頭
再
過
の
稲
を
得
て
、
兇
孫
日
多
の
記
を
受
け
、
楊
岐
の
正
脈
を
吾
朝

に
箪
傳
す
る
は
老
耐
の
功
な
り
」
と
あ
る
は
こ
の
事
に
來
由
す
る
も
の
で
、
東
嶺
圓
慈

く
}
七
一ニ
ー
一
七
九
二
)
は

「
佛
祀
の
門
庭
を
敲

儘
し
て
審
細
に
掃
摩
す
る
こ
と
千
韓
萬
過
、
参
す
べ
き
底
の
輝
悉
く
参
じ
鑑
し
、
明
ら
む
べ
き
底
の
法
悉
く
明
め
得
、
透
過
す
べ
き
底
の

言
句
悉
く
透
過
し
蓋
く
。
知
ら
す
今
は
個
の
什
磨
に
か
参
ぜ
ん
。

一
個
の
参
す
る
底
を
求
む
ゐ
に
絡
に
不
可
得
な
り
。
是
れ
を
路
頭
書
く

る
庭
と
謂
ふ
。
這
裏
に
到
つ
て
若
し
休
し
去
ら
ば
、
何
の
好
大
慮
を
見
ん
」
(宗
門
無
霊
燈
論
巻
士
)
と
讃
詞
を
以
て
評
し
て
い
る
。
門
庭
高

峻
に
し
て
學
者
崖
を
望
み
て
却
い
た
楊
岐
の
正
脈
松
源
黒
豆
の
輝
を
嫡
傳
す
る
虚
堂
.の
室
に
投
じ
て
、審
細
に
辮
道
こ
れ
力
め
た
南
浦
が
、

威
淳
丁
卯
の
秋
即
ち
威
淳
三
年

(
=
一六
七
ー
交
永
四
年
)
虚
堂
の
下
を
僻
し
て
日
本
に
齢
ろ
う
と
す
る
に
際
し
、
か
つ
て
南
詞
求
法
の
た

め
に
は
る
ば
る
航
し
來
つ
た
海
を
再
び
航
し
て
蹄
國
す
る
こ
と
に
擬
し
、
千
縛
萬
過
究
あ
書
く
し
た
悟
道
の
意
を
表
し
て
、

「
萬
里
水
程

道
を
以
て
珍
衛
せ
よ
」
と
慈
誠
し
た
八
十
三
老
翁
購
け
の
一
偶
で
あ
る
。

「
明
明
」
と
は
南
浦
紹
明
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

「東
海
の
晃

孫
日
に
縛
た
多
ら
ん
」
と
虚
堂
が
讃
じ
た
如
く
、
今
日
吾
が
國
に
て
は
慮
燈
關
の
一
流
の
み
榮
え
て
南
浦
は
東
海
の
第

一狙

と
い
わ
れ
る

が
、
恰
も
申
國
に
お
け
る
達
磨
の
如
き
地
位
に
あ
る
こ
と
に
思
い
を
深
く
せ
ざ
る
を
得
な
炉
。
南
浦
は
在
宋
前
後
九
年
、
文
永
四
年
に
蹄

朝
し
た
。
時
に
南
浦
は
三
十
三
才
で
あ
つ
た
Q

こ
L
で
虚
堂
の
よ
つ
て
來
る
法
系
と
宋
代
樺
宗
の
一
瞥
を
要
す
る
Q
機
峰
峻
烈
た
る
臨
濟
の
門
風
が
後
世
永
く
傅
え
ら
れ
た
の
は
興
化

存
漿
の
一
流
で
あ
つ
た
。
十
世
紀
よ
り
十

一
世
紀
に
か
け
興
化
存
奨
、
南
院
恵
噸
、
風
穴
延
沼
、
首
山
省
念
、
滑
陽
善
昭
等
の
暉
傑
次
第



に
出
世
し
、
溌
陽
の
下
に
石
霜
楚
圓

(九
八
六
i
一
〇
三
九
)
を
出
し
た
。
石
霜
は
修
行
中
睡
魔
來
れ
ば
錐
を
以
て
股
を
刺
し
己
事
究
明
に

精
働
し
た
と
い
わ
れ
る
輝
倫
で
あ
る
が
、
そ
の
門
下
に
黄
龍
慧
南

(
一
〇
〇
…
1
一
〇
六
九
)
楊
岐
方
會

(九
九
六
-
一
〇
四
九

の
二
傑
を
打

出
し
た
。
帥
ち
黄
龍
、
楊
岐
の
各
派
祖
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
大
い
に
臨
濟
宗
は
隆
盛
と
な
り
、
中
國
に
お
け
る
灘
は
臨
濟
の
猫
占
す
る
と

こ
ろ
と
な
つ
た
。
黄
龍
の
派
祖
慧
南
は
楚
圓
に
得
法
後
、
一
時
黄
葉
(江
西
)
に
て
庵
を
結
び
積
翠
と
號
し
た
が
、
の
ち
黄
龍
寺

(江
酉
)
に

住
し
元
頃
學
徒
大
い
に
集
り
大
叢
林
と
な
り
、
そ
の
門
下
得
法
の
善
知
識
六
十
徐
人
を
打
出
し
、
そ
の
多
く
は
文
人
士
大
夫
の
露
仰
を
得

て
北
宋
に
榮
え
た
Q

然
る
に
南
宋
に
及
ん
で
は
枯
淡
な
家
風
を
守
つ
た
楊
岐
の
一
流
大
い
に
榮
え
、
多
く
の
力
用
あ
る
灘
倫
を
輩
出
し
て
ψ
る
。
楊
岐
の
派

祖
方
會
は
楚
圓
に
得
法
後
、
震
州
(江
酉
)
楊
岐
山
普
通
灘
院
に
法
瞳
を
樹
立
し
た
.が
、
そ
の
超
逸
せ
る
門
風
は
、
白
雲
守
端
(
一
〇
二
五
ー

一
〇
七
ご
)
五
祖
法
演

(
=

〇
四
寂
)
等
の
緯
傑
が
績
出
し
、
法
演
の
門
下
に
は
碧
巖
集
の
著
者
園
悟
克
勤

(
一
=
二
五
寂
)
を
打
出
し
た
Q

園
悟
の
門
下
に
は
得
法
者
七
十
飴
人
が
あ
つ
た
。
中
で
も
大
慧
宗
呆

(
一
〇
八
九
-
二

六
三
)
虎
丘
紹
隆

(
一
〇
七
七
ー
=

三
六
)
の
二
甘
露

門
は
傑
出
し
た
龍
象
で
あ
つ
た
。
大
慧
は
看
話
樺
の
提
唱
者
で
宏
智
正
畳
(曹
洞
)
の
黙
照
樺
を
斥
け
、
容
易
に
諸
方
の
見
庭
を
肯
わ
す
呆

罵
天
と
構
せ
ら
る
玉
大
力
用
の
輝
傑
で
あ
つ
た
。
然
し
の
ち
永
く
法
燈
を
傳
え
た
の
は
謄
睡
虎
と
稻
せ
ら
れ
た
虎
丘
紹
隆
で
あ
つ
た
。
そ

め
法
燈
は
慮
庵
曇
華
(
=

六
三
寂
)
寝
庵
成
傑
(
=

八
六
寂
)
と
次
第
し
た
が
密
庵
下
の
松
源
嵩
岳
(
一
=
一=
1

=
一〇
二
)
破
庵
祖
先

(
一

=
二
六
ー
=
一
=

)
曹
源
道
生

(寂
年
月
不
詳
)
の
三
大
弟
子
が
あ
る
が
、
中
で
も
松
源
、

破
庵
二
傑
の
法
孫
に
は

日
本
に
法
を
傳
え
た

灘
僧
が
多
い
。

松
源
は
示
寂
に
臨
み
衆
に
告
げ

「
久
参
の
兄
弟
正
路
上
に
行
く
者
あ
り
、
ロハ
黒
豆
の
法
を
用
ふ
る
こ
と
能
は
す
、
臨
濟
の
道
將
に
民
絶

し
て
聞
く
こ
と
無
け
ん
と
す
、
傷
し
い
哉
」
(虚
堂
録
)
と
嘆
じ
後
昆
の
た
め
に
楊
岐
正
脈
の
騨
を
相
傳
す
る
秘
旨
を
示
し
た
と
い
う
。
黒

豆
の
法
と
は
恰
も
教
相
家
が
経
文
に
示
さ
れ
た
無
数
の
法
門
を
黒
豆
を
以
て
類
別
し
数
え
た
如
く
、
眞
理
探
究

に
封
す
る
微
細
な
る
態
度

を
い
う
Q
こ
の
松
源
門
下
に
無
明
慧
性
、
運
庵
普
巖
の
二
傑
あ
り
、
前
者
よ
り
南
浦
入
宋
前
の
師
蘭
漢
道
隆
を
打
出
し
、
後
者
よ
り
南
浦

關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠
に
つ
い
て

七
七



輝

學

研

究

七
八

入
宋
後
の
師
虚
堂
智
愚
を
打
出
し
て
い
る
。

密
庵
下
松
源
と
蛇
ぶ
破
庵
祖
先
の
下
よ
り
、
無
準
師
範

(
=

九
三
1
=
一四
九
)
を
打
出
し
て
い
る
。

無
準
に

「
三
教
聖
人
同

一
舌
頭

各
門
戸
を
開
く
。
そ
の
旨
韓
を
鞠
す
れ
ば
則
ち
了
に
二
致
な
し
」
(無
準
傳
)
の
語
あ
る
如
く
無
準
が
蝋脾
の
思
想
的
表
現
に
お
い
て
儒
佛
道

三
教
め
融
合
的
傾
向
巻
以
て
い
た
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
由
來
宋
代
の
時
代
思
潮
は
儒
陣
の

一
致
、
儒
佛
道
三
教
の
調

和
、
教
灘
の
融
合
、
浮
灘
の
習
合
等
折
衷
習
合
の
思
潮
が
大
き
く
流
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
思
潮
に
適
慮
し
て
輝
の
學
揚
を
試
み
た
の
が

無
準
で
あ
つ
た
。
こ
の
家
風
は
日
本
に
も
流
れ
て
そ
の
門
下
圓
爾
辮
圓

(聖
一
國
師
)
の
教
乗
弾
と
な
り
、
ま
た
無
學
祖
先
の
末
流
夢
窓

一

派
が
儒
佛
不
二
を
理
論
と
し
、
詩
弾

一
致
を
賢
践
し
た
詩
僧
、
學
倫
を
輩
出
し
て
い
る
。
然
る
に
南
浦
は
楊
岐

の
正
脈
松
源

一
流
の
灘
を

軍
傳
し
て
純
=
無
雑
に
祖
師
灘
を
墨
揚
し
て
い
る
Q

南
浦
の
鮮
朝
は
文
永
四
年

(
=
一六
七
)
で
あ
つ
た
。
先
す
鎌
倉
の
師
蘭
漢
に
謁
し
建
長
寺
に
留
錫
し
た
が
、
同
七
年
十
月
筑
前
興
徳
寺

に
出
世
し
、
遙
か
に
辮
香
を
虚
堂
智
愚
に
獄
じ
た
。
銅
法
の
書
と
と
も
に
入
寺
の
法
語
を
曇
侍
者

(西
澗
子
曇
)
を
し
て
虚
堂
に
呈
せ
し
め

た
と
こ
ろ
、
虚
堂
は

「
吾
道
東
せ
り
」
と
讃
嘆
し
た
と
い
う
。
翌
年
博
多
の
崇
幅
寺
に
移
り
、
爾
來
鎭
酉
に
玄
風
を
振
う
こ
と
三
十
年
で

あ
っ
た
Q
嘉
元
二
年

(
;
δ
四
)
後
宇
多
上
皇
の
勅
召
に
よ
り
入
京
し
、
安
井
龍
翔
寺
の
鞘
光
庵
に
寓
し
た
が
、
間
も
な
く
萬
壽
寺
に
入

寺
し
た
。
後
宇
多
上
皇
は
東
山
故
趾
に
南
浦
を
し
て
嘉
元
寺
を
開
創
せ
し
め
よ
う
と
さ
れ
た
が
叡
山
の
傲
訴
に
遇
い
、

徳
治
二
年

(
=
二

〇
七
)
北
條
貞
時
の
招
請
に
よ
り
鎌
倉
に
下
り
、
建
長
寺
に
住
し
延
慶
元
年

(
一
三
〇
八
)
十
二
月
二
十
九
日
、
世
壽
七
十
四
を
以
て
示
寂

し
た
。

一

 

次
先
師
大
燈
老
人
参
ン得
老
祖
干
西
京
而
侍
二者
京
賛
亘
峰
殉
其
随
從
之
際
脇
不
ン到
ン席
者
多
年
。
頗
有

古
尊
宿
風
⑩
卒
受
.
老
祖
淵
輝

命
一長
養
者
二
十
年
。
果
彰
二大
慮
遠
大
之
高
徳
ゆ
起
・…佛
祖
巳
墜
之
綱
宗
ゆ
淺
一眞
風
不
地
之
遺
誠
ゆ
鞭

策
後
昆
一者
先
師
之
功
也
。



大
燈
國
師
宗
峯
妙
超
(
=
一八
二
ー
=
三
二
七
)
は
弘
安
五
年

(
=
一八
二
)
播
州
揖
西

今
日
の
揖
保
)
郡
小
宅
庄

に
紀
氏
浦
上
一
國
の
子
と

し
て
生
れ
た
。
母
ば
赤
松
則
村
の
姉
で
あ
る
。
若
く
し
て
佛
道
に
心
を
寄
せ
、
初
め
書
篇
山
(圓
教
寺
)
の
戒
信
律
師
に
つ
き
律
藏
を
學
び

ま
た
台
教
を
勉
學
し
た
。
の
ち
脚
に
心
を
馳
せ
諸
輝
刹
に
名
徳
を
訪
い
、
途
に
鎌
倉
萬
壽
寺
に
て
高
峰
顯
日

(
佛
國
國
師
)
に
相
見
し
、
参

灘
辮
道
し
た
。

一
夕
倫
堂
に
打
坐
し
た
る
と
き
、

一
僧
壁
を
隔
て
玉
百
丈
の
語
を
諦
し

「璽
光
猫
耀
趙
脆

根
塵
鴨
膿
露
眞
常
不
ソ
拘

文

字
一」
と
い
う
を
聞
き
蕃
然
省
悟
し
、
高
峰
に
見
解
を
呈
し
て
印
可
さ
れ
た
●。

こ
れ
嘉
元
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、

時
に
宗
峰
・二
十
三
歳
で

あ
つ
た
。

當
時
高
峰
は
南
浦
と
と
も
に
天
下
の
二
甘
露
門
と
し
て
蚊
び
稻
せ
ら
れ
た
宗
匠
で
あ
る
。
遇
、
嘉
元
二
年
南
浦
が
入
京
し
て
い
る
こ
と

を
、
遙
か
に
鎌
倉
に
て
知
つ
た
宗
峰
は
南
浦
に
相
見
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
南
浦
は
虚
堂
の
的
骨
、
鎭
西
に
化
を
布
く
こ
と
三
十
年
、
而

も
機
鋒
の
峻
嚴
と
悪
辣
な
る
接
化
の
手
段
は
容
易
に
人
を
近
け
す
壁
立
萬
似
の
慨
あ
り
と
さ
れ
た
宗
匠
で
あ
る
。
宗
峰
が
師
の
高
峰
よ
り

「
這
は
是
れ
眞
正
の
見
解
な
り
、
宣
し
く
法
櫨
を
建
て
宗
旨
を
立
す
べ
し
し
と
允
許
さ
れ
な
が
ら
、
上
洛
し
て
洛
西
安
井
の
龍
翔
寺
轄
光

庵
に
至
り
、
南
浦
に
相
見
し
て
問
答
に
及
び
、
見
庭
を
呈
す
れ
ば

「
方
に
相
似
を
得
た
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
南
浦
に
侍
し
て

朝
参
暮
請
を
怠
ら
す
、
南
浦
も
ま
た

「
煽
は
是
れ
天
然
の
納
子
な
り
。
是
れ

一
爾
生
の
参
學
の
士
に
あ
ら
す
」

と
宗
峰
を
賞
し
て
師
資
相

投
合
し
た
Q
南
浦
が
京
都
萬
壽
寺
に
瑞
世
し
た
と
き
も
、
ま
た
幕
府
に
招
か
れ
て
鎌
倉
建
長
寺
に
移
憧
し
た
と
き
も
宗
峰
は
南
浦
に
随
待

し
て
お
り
、
南
浦
に
示
さ
れ
た

「
雲
門
關
宇
」
の
外
何
物
も
な
く
、
建
に
脇
席
に
つ
け
す
、
そ
の
玄
微
を
究
墨
せ
ん
と
力
む
る
こ
と
三
年

で
あ
つ
泥
Q

は
す

徳
治
二
年

(
=
一δ

七
)
十
二
月
、
宗
峰
が
建
長
寺
に
随
侍
し
て
ま
だ
旬
日
も
立
た
な
い
頃
、
案
上
に
鉗
子

(
か
ぎ
)
を
放
置
し
た
機
み

に
諮
然
關
字
を
透
過
し
た
。
南
浦
の
室
に
至
つ
て
見
庭
を
呈
す
れ
ば

「夜
來
雲
門
大
師
吾
が
室
に
入
る
と
夢
む
。
禰
今
日
關
字
を
透
る
。

俺
は
實
に
再
來
の
人
な
り
」
と
賞
さ
れ
、
翌
日
二
偶
を
賦
し
て
南
浦
に
呈
し
た
。
こ
の
投
機
の
偶
は
今
日
大
徳
寺
に
重
寳
と
し
て
傳
え
ら

れ
て
い
る
。

關
…由
漏慧
玄
騨
師
潰
一誠
に
つ
い
て

七
九
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雲
門
之
關
也

…幾
乎
同
路

一
同
透
遥得
雲
關
一了

南

北
東

西

活
路
通

夕

庭

朝

遊

没

賓

圭

脚
頭
脚
底
起

清
風
一

透
・過
雲
關
甲無
こ奮
路
一

青

天

白

日
是
家
山

機

輪
通
攣

難
二人
到
}

金

色
頭
陀
操
レ手
還

妙
超
胸
懐
如
〆是
、
若
不
レ孤
二負
師
意
↓
伏
望
賜
二
一
言
↓
近
擬
レ録
二故
都
ハ
莫
レ惜
二奪
意
一以
爲
二大
幸
一
耳
。

妙
超
九
拝

爾
既
明
投
暗
合
、
吾
不
レ如
レ爾
、
吾
宗
到
レ爾
大
立
去
、
只
是
二
十
年
長
養
、
使
三人
知
二
此
誰
明
℃

爲
妙
超
禅
人
書

互
輻
山

南
浦
紹
明

(華
押
)

こ
の
雲
關
の
偶
に
附
記
し
て

「
妙
超
が
胸
懐
是
の
如
し
。
若
し
師
の
意
に
孤
負
せ
す
ん
ば
、
伏
し
て
望
む
ら
く
は

一
言
を
賜
へ
。
近
く

故
都
に
臨
ら
ん
と
擬
す
。
奪
意
を
惜
し
む
こ
と
莫
く
ん
ば
以
て
大
幸
と
爲
す
の
み
。
妙
起
九
拝
」
と
添
え
、
南
浦
ぽ
そ
の
紙
の
絵
白
に
印

可
誰
明
し
て

「
傭
既
に
明
投
暗
合
す
。
吾
煽
に
如
か
す
。
吾
が
宗
禰
に
到
つ
て
大
い
に
立
し
去
ら
ん
。
ロハ是
れ
二
十
年
長
養
し
て
、
人
を

し
て
此
の
誰
明
を
知
ら
し
め
よ
。
妙
超
灘
人
の
爲
め
に
書
す
。
互
輻
山
南
浦
紹
明
」
と
自
書
し
、
併
せ
て
法
衣
を
付
し
て
法

信
を

表

し

た
。
こ
れ
宗
峰
二
十
六
才
の
時
で
あ
る
。
か
く
し
て
二
十
年
長
養
の
命
を
受
け
た
翌
年

(廷
慶
元
年
)
十
二
月
二
十
九
日
、
師
の
南
浦
は
先

記
の
如
く
建
長
寺
に
示
寂
し
た
。

爾
來
轄
光
晦
跡
二
十
年
の
悟
後
の
修
道
が
行
わ
れ
、
貴
い
陰
徳
の
生
活
が
始
つ
か
。
洛
東
雲
居
庵
に
棲
止
し
、
或
は
五
條
橋
邊
の
乞
者

隊
裏
の
群
に
入
り
、
ま
た
飢
塞
を
忘
れ
て
刻
苦
自
働
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
今
日
大
徳
寺
に
傳
わ
る

「
大
燈
國
師
筆
爲
本
景
徳
傳
燈
録

三
十
巻
」
の
如
き
も
そ
の
蹟
丈
に
よ
れ
ば
正
和
二
年

(
=
二.L=
二)
五
月
、
四
十
日
に
し
て
筆
爲
を
了
え
た
と
あ
り
、
そ
の
烈
し
き
努
力
は



實
に
驚
嘆
の
外
は
な
添
。
宗
峰
の
偉
大
さ
は
二
十
年
長
養
の
陰
徳
に
あ
る
。
慮
永
三
十
三
年

(
一
四
二
六
)
春
作
揮
興
に
よ
つ
て
著
録
さ
れ

た
大
燈
國
師
行
状
に
乞
者
隙
裏
の
生
活
が
閑
却
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
休
宗
純

(
一
三
九
四
ー

一
四
八
一
)
が

「大
燈
國
師
行
歌
の
末
に
題
」

し

「
挑
・起

大
燈
一輝
二
一
天
ハ
鷺
輿
競
レ轡
法
堂
前
、
風
喰
水
宿
無
二人
記
d
第
五
橋
邊
二
十
年
」
(狂
輿
集
)

と
慨
嘆
し
た
の
も
こ
玉
に
あ

る
。
の
ち
花
園
天
皇
に
召
さ
れ
て
封
坐
談
話
し
、
天
然
の
氣
宇
王
の
如
く
で
あ
つ
た
と
い
う
。
そ
し
て
正
中
の
宗
論
に
は
通
翁
鏡
圓

(
一

二
五
七
!

一
三
ご
五
)
の
侍
者
と
し
て
南
都
北
嶺
の
學
匠
と
論
争
し
、
そ
の
信
頼
は
釜
汝
加
わ
り
、
南
曄
寺
住
持
勅
命
の
こ
と
が
あ
つ
て
も

譜
退
し
た
。

か
く
し
て

「長
養
二
十
年
」
の
垂
誠
を
守
り
、
嘉
暦
元
年

(
=
二
二
六
)
大
徳
寺
法
堂
の
落
成
と
と
も
に
佛
成
道
の
十
二
月
八
日
を
ト
し

て
祝
國
開
堂
の
式
典
を
奉
行
し
た
。
花
園
、
後
醍
醐
爾
朝
の
蹄
仰
を
受
け
、

「
本
朝
無
隻
弾
苑
」
の
震
翰
蚊
に
農
額
を
後
醍
醐
天
皇
よ
り

下
賜
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
大
徳
寺
を

一
流
相
承
の
檸
刹
と
な
す
べ
き
震
翰
を
爾
朝
よ
り
下
賜
さ
れ
た
こ
と
も
意
義
深
い
が
別
稿
に
譲
り
た

い
。
こ
れ
建
に

「大
慮
遽
大
の
高
徳
を
彰
し
、
佛
盟
己
墜
の
綱
宗
を
起
」
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

正
慶
元
年

(
=
二
三
二
)
邸
ち
元
弘
二
年
宗
峰
・は
そ
の
道
風
を
慕
い
集
る
雲
納
の
た
め
に
嚴
し
き
示
衆
を
さ
れ
て
い
る
。
求
道
者
は
飽
く

ま
で
も

「
道
」
を
重
じ
、
菩
提
心
を
堅
持
す
べ
き
こ
と
を
誠
め
た
。

汝
諸
人
來
嫡一此
山
中
唖
爲
レ道
聚
・頭
、
莫
レ爲
二衣
食
輔
有
レ肩
無
レ不
レ衣
、

有
レ
ロ
無
レ不
レ喫
、
只
須
下
十
二
時
中
向
二無
理
會
虞
肉
窮
來

　
　
　

究

去
上
、
光
陰

如
レ
箭

、
愼

勿

二雑

用

心
叩

そ

し
て
建

武

二
年

(
=
哺一
三
五
)
見

孫

の
た

め
遺
誠

し

老
信

行
脚

後

、
或

寺

門
繁

興
、
佛

閣

経
巻
鎮

二金

銀

ハ
多
衆

閑
熱

、
或

諦
経
誠

呪

、
長
坐

不

臥

、

一
食
卯
齋

、
六
時

行
道

、
直

饒
躍

二
態

磨
去

ハ
不

下
以
二
佛

組

不
傳
妙

道

一
掛
や
在
胸

間
上
則
擾

無

因
果

↓

眞

風
堕

レ
地
、

併

是
邪
魔

種

族
也
、

老
倫

去

レ
世
久
夷

、
不
レ
許

レ
構

見

孫

↓
或

償

有
二
一
人

ハ
綿

二輔
野

外

ハ

一
把
茅

底

、

折
脚

錨
下

、

煮

二
野
茱

根

(

喫
過

レ
日
、

專

一
究

二
明
己

事

騨者

、

與

老
借

一目
日

相

　
　
　

見
、

報

恩
底

人
也

、
誰

敢
輕
忽

哉

、
勉
栴

、

勉
栴

關
山
…悟
玄
輝
師
遣
誠

に
つ
い
て

八

一
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こ
の
遺
誠
は
示
衆
の
法
語
と
と
も
に

一
つ
に
し
、

多
少
字
句
の
修
正
を
な
し

「
興
輝
大
燈
國
師
遺
誠
」
と
し
て
今
日
叢
林
に
て
讃
論
さ

れ
て
い
る
。
宗
峰
が
先
師
南
浦
の

「
こ
十
年
長
養
」
の
慈
誠
を
守
り
、
所
謂
風
喰
水
宿
、
五
條
橋
邊
の
朝
光
晦
跡
し
た
悟
後
の
修
道
の
禮

験
を
透
し
て
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
騨
が
南
都
北
嶺
に
そ
の
法
憧
樹
立
を
沮
ま
れ
、
幾
多
の
先
徳
が
受
難
の
道
を
辿
つ
た
に
も
拘
ら
す
、

當
時
漸
く
に
し
て
榔
は
興
隆
の
運
に
向
つ
た
。
と
同
時
に
官
刹
的
性
格
を
も
つ
て
來
た
。
名
聞
利
養
の
徒
も
出
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推

　
　
　

測
さ
れ
る
。
宗
峰
は
三
度
南
輝
寺
に
勅
召
さ
れ
て
赴
か
す
、
ま
た
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
十
月
、
大
徳
寺
を
五
山
第

一
と
し
よ
う
と
す
る

　
　
　

勅
が
あ
つ
て
も
受
け
な
か
つ
た
。
こ
の
遺
誠
は
佛
法
を
中
心
と
す
る
よ
う
見
孫
に
封
す
ゐ
慈
誠
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
宗
峰
が
身
を
以

て
當
時
の
佛
教
界
の
動
向
を
脾
睨
し
て
の
誠
め
で
も
あ
る
。
い
か
に
寺
門
繁
興
し
、
佛
閣
経
巻
そ
の
善
美
を
壷
し
、
學
徒
集
り
て
闊
熱
を

極
め
、
或
は
型
の
如
く
諦
経
、
坐
輝
、
法
式
等
行
わ
れ
て
も
、
佛
組
嫡
傳
の
佛
法
を
中
心
と
し
な
か
つ
た
な
ら
佛
教
の
眞
風
は
地
に
堕
ち

る
。
た
と
え
一
把
茅
底
に
日
を
邊
つ
て
も
、
専

一
に
己
事
を
究
明
す
る
も
の
は
老
曾

(宗
峰
)
と
日
日
相
見
報
恩
底
の
人
で
あ
る
と
い
う
、

こ
の
後
昆
老
鞭
策
す
る
眞
風
不
地
の
遺
誠
は
宗
峰
の
示
寂
す
る
二
年
前
帥
ち
建
武
二
年
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四

老
倫
愛
受
・・花
園
仙
帝
勅
請
鴨
創

開
此
山
鴨
先
師
囎
レ飯
養

嬰
見
⑩
後
昆
直
饒
有
下忘
二却
老
信
一之
日
加
忘
二却
慮
燈
二
組
深
恩
℃
不
二

老
倫
見
孫
↓
汝
等
請
務
二其
本
殉
白
雲
感

一百
丈
之
大
功
叩
虚
丘
歎
二白
雲
遺
訓
叩
先
規
如
レ藪
。
誤
而
莫
こ摘
レ葉
尋
ア枝
好
。

こ
の

「關
山
慧
玄
檸
師
遺
誠
」
の
結
び
に
お
い
て
は
慮
燈
二
組
の
深
恩
を
忘
却
し
な
い
よ
う
誠
め
ら
れ
て
い
る
。
檸
師
は
花
園
上
皇
の

勅
請
に
よ
り
妙
心
寺
を
開
創
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
將
來
老
曾

(關
山
)
を
忘
却
す
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
本
源
を
な
す
楊
岐
の

正
脈
松
源

一
流
の
輝
を
吾
が
國
に
箪
傳
し
た
大
慮
老
狙
と
、
そ
の
佛
法
永
績
の
た
め
に
眞
風
不
地
の
遺
誠
を
淺
し
て
後
昆
を
鞭
策
し
た
先

師
大
燈
の
深
恩
を
忘
却
す
る
も
O
は
吾
が
見
孫
に
非
ら
す
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
揚
岐
方
會
の
嫡
嗣
白
雲
守
端
は
叢
林
開
闘
の
組
百
丈
和
術
の
功
が
初
組
達
磨
大
師
に
つ
ぐ
を
以
て
、
百
丈
の
祀
堂
を
建
て
Σ
そ



の
偉
徳
を
鐙
仰
し
た
。
白
雲
の
法
燈
は
五
狙
法
演
、
圓
悟
克
勤
と
次
弟
し
、
園
悟
下
に
は
大
慧
、
虎
丘
の
二
傑

が
あ
つ
た
が
、
虎
丘
紹
隆

は
白
雲
の
遺
訓
に
歎
じ
、
奉
先
の
禮
を
運
行
し
、
見
孫
の
行
く
べ
き
道
を
示
し
た
た
め
、
そ
の
法
流
は
縄
々
綿

々
と
し
て
今
日
に
至
つ
た

こ
と
に
鑑
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

白
雲
守
端

(
一
〇
二
五
ー

一〇
七
二
)
が
達
磨
、
百
丈
を
狙
堂
に
祀
つ
て
輝
林
の
綱
紀
と
し
た
こ
と
は
、
白
雲
守
端
弾
師
廣
録
組
堂
綱
紀

序
に
見
え
て
い
る
。

吾
道
盛
於
此
土
、
初
組
菩
提
達
磨
之
綱
焉
。
甥
立
騨
林
之
制
、
百
丈
大
智
之
紀
.焉
。
此
實
天
下
之
共
知
。
而
奈
何
天
下
阻
堂
中
、
各
以

開
山
傳
次
者
、
爲
其
狙
、
殊
不
思
乃
宗
乃
組
、
所
傳
所
持
之
最
者
乎
。
鳴
呼
教
來
五
百
年
後
、
達
磨
始
來
、
轡
之
諸
家
之
賢
者
、
量
不

知
性
帥
乎
聖
。
何
爲
寛
自
以
性
以
聖
之
泥
乎
。
乃
須
少
林
之
後
、
猫
弾
指
頃
、
不
假
丈
字
語
職
有
無
、
繹
然
亡
其
所
待
、
而
自
得
還
其

本
。
叉
古
之
巖
居
穴
虞
者
、
但
以
法
爲
勝
爲
味
。
殊
不
慮
今
日
其
間
者
驕
。
猫
大
智
輝
師
慮
之

・
而
廓
以
灘
林
之
度
、
由
是
資
之
、
而

少
林
之
風
至
今
鵠
然
於
天
下
。
吾
欲
天
下
祀
堂
中
、
以
達
磨
大
智
正
其
位
、
以
開
山
傅
次
者
陪
之
。
貴
來
者
尊
其
始
、
而
蹄
其
大
、
量

　
へ　
　

不
然
乎
。
熈
寧
三
年
歳
次
庚
戌
+
月
初

一
目
立
。

こ
の
文
が
誌
さ
れ
た
の
は
熈
寧
三
年

(
一〇
七
〇
)
で
あ
る
か
ら
、
白
雲
が
示
寂
に
先
つ
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
Q
白
雲
の
念
願
と
す
る

と
こ
ろ
は
、
こ
の
交
に
よ
つ
て
知
る
如
く
、
灘
が
中
國
に
盛
ん
に
な
つ
た
の
は
初
狙
菩
提
達
磨
の
傳
膵
に
あ
り
、
こ
れ
を
綱
と
す
る
。
而

し
て
百
丈
懐
海
が
榔
林
の
制
度
を
確
立
し
て
、
輝
猫
自
の
形
態
を
整
え
た
の
を
紀
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
天
下
み
な
等
し
く
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
然
る
に
天
下
阻
堂
の
中
に
は
開
山
傳
次
の
組
師
を
祀
る
の
み
に
て
、
乃
宗
乃
租
所
傳
所
持
の
最
な
る
も
の
を
思
わ
ざ
る
を
奈

何
せ
ん
と
白
雲
守
端
は
慨
嘆
し
て
い
る
。
佛
教
東
漸
し
て
五
百
年
、
達
磨
直
指
の
法
を
傳
え
て
以
來
、
間
も
な
く
不
立
文
字
の
灘
は
傳
播

す
る
に
至
り
、
佛
教
本
來
の
在
り
方
に
還
る
こ
と
が
出
來
た
が
、
然
し
ま
た
世
俗
を
超
越
す
る
巖
居
穴
庭
の
者
の
中
に
は
法
を
最
勝
と
し

て
輝
天
魔
の
驕
者
も
出
す
る
に
至
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
百
丈
は
こ
れ
を
慮
り
、
灘
林
の
清
規
を
定
め
て
達
磨
少
林
の
風
を
資
け
た
こ
と

に
よ
り
、
灘
の
隆
盛
を
見
る
に
至
つ
た
.。

こ
の
故
に
白
雲
は
組
堂
に
達
磨
、
百
丈
の
二
祀
を
正
位
と
し
、
開
山
傳
次
の
狙
を
こ
れ
に
陪
し

關
山
慧
玄
膵
師
遣
誠
に
つ
い
て

八
三



縄

學

研

究

八
四

て
祀
る
こ
と
玉
し
た
。
そ
し
て
そ
の
法
源
を
尊
重
し
、
繹
宗
の
綱
紀
と
な
る
べ
き
祀
師
に
蹄

一
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。

白
雲
守
端
の
寂
後
三
十
年
を
経
た
北
宋
の
大
観
元
年

(
=

〇
七
)、

洪
畳
範
に
よ
つ
て
撰
述
さ
れ
だ
林
間
録
に
も
白
雲
の
遺
訓
を
採
り

上
げ

「
天
下
叢
林
の
興
る
ご
と
は
大
智
輝
師
の
力
な
り
。
組
堂
は
當
に
達
磨
の
組
像
を
其
の
申
に
設
く
べ
し
。
大
智
騨
師
の
像
は
西
に
向

へ
、
開
山
尊
宿
の
像
は
東
に
向

へ
ば
其
の
宜
し
き
を
得
ん
。
當
に
止
だ
開
山
尊
宿
を
設
け
て
、
而
も
其
の
耐
宗

を
略
す
べ
か
ら
す
」
(石
門

洪
畳
範
林
間
録
巻
上
)
と
あ
り
、
白
雲
の
楊
岐
派
の
系
統
と
異
る
黄
龍
系
の
洪
畳
範
が
こ
の
こ
と
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
白
雲
の

提
唱
は
や
が
て
教
團
内
に
浸
透
し
て
い
つ
た
こ
と
ム
思
わ
れ
る
。

五
燈
會
元

(巻
十
九
)
虎
丘
紹
隆

(
一
〇
七
七
ー

=

三
六
)
の
條
に
よ
れ
ば

徒

虎
丘
一道
大
顯
著
、
因
追
下繹
白
雲
端
和
爾
立
二狙
堂
一故
票
劫
乃
日
爲
二
人
之
後
一
不
レ能
三躬
行
二遺
訓
一於
レ義
(
安
)」乎
。

途
圖
二其

像
一以
奉
二安
之
弔

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
虎
丘
紹
隆
の
寂
後
二
十
四
年
の
南
宋
紹
興
三
十
年

(
=

六
〇
)、
宗
門
七
部
書
の
一
い
わ
れ
る
大
慧
門
下
曉
榮
の

撰
に
な
る
羅
湖
野
録
に
誌
さ
れ
て
い
る
o
乃
ち

虎

丘
隆
樺

師
-

中

略
ー

及

レ
佳

二虎

丘
ハ
道
大

顯
著
。

因

追
下
繹

白

雲
端

和
荷

立
一組

堂

一故

票
上
、
乃

日
、

爲
二
人

之
後

↓
不

レ
能

三躬

こ

行
遺

訓
↓
於

レ
義

安
乎

、
途

国

レ籐

奉
安

題

二讃

子

上
↓
達

磨

日
、
闘

國
人

難

レ挽

、

西
携

,隻

履

一婦

、

只
慮

熊

耳
月

、

千
古

冷

二
光
輝

↓

百
丈

日
、
、迅

雷
吼

破
澄

潭

月

、
當

下
曾

経

三
二
日
聾

「
去

叫p却

膏
盲

必
死
病

↓
叢

林
從

レ
此

有
一象

風
↓

開

山
明
教

大
師

日

、
春

至
百
花

欄

塵
開
、

幽
香

蛎
施

襲

レ
人
來

。
臨

風
無

限
深

深
意

、
聲
色

堆
中
絶

二
鮎

埃
↓

鳴

呼
百

丈
創

立
陣
規

一以
來

、

叢
林

卒
不

レ
至

於
弛

慶
↓
費

本
二
干
此
↓

白
雲

以
二
百
丈

一
配

.亨

達
磨

唖
有

識
擁

レ
不

レ題

一圏其
議

↓
可
レ
謂

」
知

レ
本
尖
、

隆

既
能

蓮

行

奉
先

之
禮

噛
又
從

而

爲
レ
讃

、
焚

一

こ

こ

明
其
道

{
有

レ足

レ
多

也
。

先

に

一
言

す

る
よ

う

に
虎

丘
紹

隆
は

園
悟

下

の
俊
傑

で
、
謄

睡
虎

と
稽

せ

ら
れ

た
龍
象

で

あ
る
。
虎

丘
山

に
住
す

る

に
及

び
道

風

大

い
に

振

い
、
道

望
大

い
に
高

ま

つ
π
。

こ
の
虎

丘
は

白
雲
和

術
祀

堂
を
建

て
る

の
故

事

を
追
憶

し

「
人

の
後

と
な

り
、
遺

訓

を
躬
行

す

る
能

は



ざ
る
ば
、
義
に
於
で
安
か
ら
ん
や
」
と
い
」
、
途
に
像
を
圖
し
て
奉
安
し
た
。
そ
し
て
圃
上
に
賛
を
し
、
達
磨
大
師
に
は

闘
國
人
難
レ挽
り
西
携
二隻
履
一蹄
。
ロハ慮
熊
耳
月
。
千
古
冷
光
輝

百
丈
騨
師
に
は

迅
雷
吼
破
澄
潭
月
、
當
下
曾
維
三
日
聾
、
去
二却
膏
青
必
死
病
↓
…叢
林
從
レ此
有
二家
風
「

開
山
明
教
大
師

(虎
丘
山
雲
岩
陣
寺
開
祀
佛
日
契
嵩
)
に
は

春
至
百
花
賜
虞
開
。
幽
.香
栴
施
聾
レ人
來
甑
臨
風
無
限
深
々
意
、
聲
色
堆
中
絶
二黙
埃
一

と
誌
し
た
と
い
う
。
百
丈
が
叢
林
の
清
規
を
制
定
し
て
以
來
、
襟
宗
叢
林
の
確
立
を
み
た
。
白
雲
は
百
丈
の
徳
む
讃
え
て
、
初
組
達
磨
と

と
も
に
合
せ
て
颪
堂
に
祀
る
こ
と
に
し
た
。
法
源
宗
綱
を
立
つ
る
も
の
と
し
て
有
識
者
の
み
な
肯
う
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
こ
の
白
雲
の
遺

訓
を
虎
丘
は
身
を
以
て
實
行
し
、
奉
先
の
禮
を
瀧
行
し
た
た
め
、
の
ち
虎
丘
の
門
流
大
い
に
榮
え
る
こ
と
が
出
來
た
。

妙
心
寺
開
山
關
山
慧
玄
弾
師
は

「
汝
等
請
ふ
、
そ
の
本
を
務
め
よ
、
白
雲
は
百
丈
の
大
功
を
感
じ
、
虚
丘
は
白
雲
の
遺
訓
を
歎
す
、
先

規
荘
の
如
し
、
誤
つ
て
葉
を
摘
み
、
枝
を
尋
ぬ
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
」
と
そ
の
嗣
授
翁
に
述
覧働
し
、
慮
燈
二
組
の
深
恩
を
忘
却
し
な
い

よ
う
遺
囑
さ
れ
た
。

五

さ

て

こ
の
關

山
輔慧
玄
灘

師
遺

誠

は
先

述

し
た

如
く

輝

師
寂
後

一
ヶ
月

し
た
康

安

元
年
・正
月

十

二
日
、
雲

山
{示
峨

に
よ

つ
て
成
文

さ
れ

た
.

こ

こ
　

も
の
で
あ
つ
た
。
の
ち
授
翁
の
嗣
拙
堂
宗
朴
が
妙
心
寺
に
住
山
し
た
時
、
室
町
幕
府
の
反
感
を
買
い
妙
心
寺
は

一
時
中
絶
し
た
。
こ
の
中

絶
し
た
妙
心
寺
を
復
興
の
蓮
に
向
わ
し
め
る
契
機
を
な
し
た
も
の
は
南
暉
寺
塔
頭
正
眼
院
に
い
た
根
外
宗
利
西
堂
で
あ
つ
た
。
印
ち
宗
利

西
堂
が
幕
府
の
足
利
氏
と
血
縁
關
係
に
あ
つ
た
南
輝
寺
塔
頭
徳
雲
院
の
住
持
延
用
宗
器
よ
り
、
關
山
派
の
組
塔
で
あ
る
微
笑
塔
を
譲
り
受

け
、
犬
山
瑞
泉
寺
よ
り
日
峰
宗
舜
を
迎
え
、
妙
心
寺
を
中
興
の
運
に
向
わ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
根
外
{示
利
は
實
に
雲
山
{示
峨
の
嗣

關
山
懸
玄
輝
師
遣
誠
に
つ
い
て

八
五
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で

、

こ
の
遺
誠

を
秘

か

に
胸
中

に
牧

め
、
幕

府

の
妙

心
寺
墜
迫

時
代

に
烈

々
た

る
租
道

精
神

を
持

つ
て
、
五

山

の
人

々
と
伍

し

て

い
た
。

根

外
{示
利
は

こ
の
遺

誠

に
蹟

文

を

し
て

い
う
。
.

　
　
　

　　

　

と

　

こ
　
　

吾
雲
山
先
師
者
。
信
陽
之
種
族
而
玄
祀
佛
母
之
外
孫
也
。
稟
受
朴
實
而
随
二侍
玄
組
一者
多
年
。
非
ヨ少
根
劣
機
所
二能
及
ゆ
玄
狙

一
日
謂
二

　

　
　

　　

　
　
わ
　

　

　

　

　

え
こ

先
師
雲

山

一
日
。
末

世
見

孫
即

・
開
場

一知

其

組

弔
不

レ
見
二
其

開
場

一則
不

レ
知

二
組
恩

噸

余

請
二
間

其

事
絢
玄

狙

日
。

其

建

治
上
皇

爲

大

　

　

　

べ
　
　
　

り
　

　

こ

べ
　
　

お

　　

べ

　の

　
お

　

つ

慮

老

狙
℃
興

二
造
嘉

元
寺

一
爲
二
開

山
初

泄
幻

住
未

レ
…幾
慮

二關

東
請

幻
董

二
建

長

一
己

一
年

。
卒

寂

∴
干
亘

峯
ゆ

然
嘉

元
寳
刹

。

不
レ
圖

遇

　台

昌

ル
ト

ル
し
コ
ト

ベ

ノ

ギ

昌

ル
ト
ギ
ハ

徒
之
仇
叩
却
後
大
光
大
燈
宗
論
之
際
。
手
錐
レ握
二赤
幡
一相
後
激
年
。
嘉
元
寳
刹
既
慶
亡
。

則
非
二上
皇
願
職
塞
耳
④

末
世
見
孫
亦
不
レ

　

　
　
　

　

　
り

つ
こ

　

ひ

　

こ

　

こ
　
　　

　

　

ゐ

見

開
場

幻
則

不

レ
知
二
始

狙
法

恩

一
明
尖
。

余
憶

レ
之
關

山

組
師

者
。

非
下
孫

二
受

其

祀
印

一
耳
切
慮

祀
剃

度
門

人
。

而

以
二
遺

志

一僑

・
龍
賓

の　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
つ

　

　

ゐ
　
　
や

　

つ
　
　
や

　
り

　
り
や

　

　

　

　

　

國
師
弔

他
後

憂

レ失

二
其

恩
幻
貼

二
遮
般

遺

誠
幻
故

其

憂

レ
之
也
深

。
故
其

思

レ
之

也
切
。

故
其
慮

レ
之

也
遠
。

見

二
其
寺

一不

レ
観
一一其

法

一
者

ム

ニ

ハ

ム

ヲ

デ

ル

ノ

セ
バ

ノ

ヲ

7

昌

レ

放
逸
之
謂
也
。
働
レ君
君
子
務
二其
本
幻
本
立
道
成
。
將
來
納
子
信
二受
二
組
法
恩
叩
非
下
悔
二
關
山
狙
師
之
遺
意
一耳
切

叉
是
自
己
之
幸

シ

セ
ン

ノ

ヲ

ク

λ

ヲ

ニ

(
=
二
)

　
　

也
。
夫
源
深
者
流
久
。
期
・一吾
法
久
佳
一者
。
宜
レ返
二復
此
訓
一而
己
。
署
慮
永
庚
子
騰
月
。
根
外
宗
利
欽
書
。

根
外
宗
利
が
こ
の
蹟
文
を
認
め
た
の
は
慮
永
庚
子
…臓
月
帥
ち
慮
永
二
十
七
年

(
一
四
二
〇
)
十
二
月
、
關
…山
輝
師
毎
歳
忌
を
迎
え
る
に
當

り
、
祖
訓
に
思
い
を
深
く
し
、
且
つ
は
關
山
派
の
悲
蓮
を
慨
嘆
し
て
誌
し
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
根
外
は
先
師
雲
山
の
董
陶
を
受
け
た
か

ら
、
こ
の
遺
誠
は
絡
始
己
が
念
頭
よ
り
去
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
根
外
の
誌
す
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
末
世
の
見
孫
は

祖
師
の
開
法
し
た
寺
に
即
し
て
祖
恩
を
知
る
の
が
常
で
あ
る
。
然
る
に
法
源
を
な
す
大
磨
老
祖
の
嘉
元
寺
は
台
徒
の
墜
迫
を
受
け
、
の
ち

正
中
の
宗
論
で
教
輝
の
論
孚
は
通
翁
鏡
圓
(大
光
)
宗
峰
妙
超
(大
燈
)
二
師
の
力
に
よ
り
禅
宗
の
勝
利
に
録
し
た
と
は
い
う
も
の
玉
、
大
慮

の
嘉
元
寺
な
き
こ
と
は
後
宇
多
上
皇
の
.願
鍛
室
し
き
の
み
な
ら
す
、
末
世
の
児
孫
を
し
て
始
租
の
法
恩
を
忘
却
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

吾
が
關
山
狙
師
は
慮
狙
剃
度
の
門
人
で
あ
り
、
そ
の
遺
志
に
よ
つ
て
大
燈
に
随
從
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
慮
燈
二
祀
の
法
恩
を
信
受

す
る
こ
と
が
關
山
組
師
の
遺
志
に
か
な
う
の
み
な
ら
す
ま
た
自
ら
の
幸
せ
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
き
、

「
源
深
き
も
の

は
流
れ
久
し
、
吾
が
法
の
久
住
を
期
せ
ん
も
の
、
宜
し
く
此
の
訓
を
返
復
す
べ
き
の
み
」
と
結
ん
で
い
る
。



か
く
根
外
の
戯
丈
は
憲
燈
關
門
流
の
始
狙
大
磨
の
開
創
す
る
嘉
元
寺
な
き
た
め
、
末
世
の
見
孫
が
始
組
の
法
恩
を
忘
却
す
る
こ
と
を
愛

え
て
い
る
。
同
時
に
ま
た

「
末
世
児
孫
即

・開
場
一知
・組
恩
叩
不
ソ見

其
開
場
一則
不
レ知
=組
恩
↓」
と
い
つ
た
詞
を
繰
り
返
し
強
調

す

る

こ
と
は
、
暗
に
ま
た
關
山
組
師
の
開
創
す
る
妙
心
寺
の
申
絶
、
龍
雲
寺
時
代
を
慨
嘆
し
て
の
こ
と
で
も
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
根
外
宗
利
が

南
樺
寺
徳
雲
院
の
延
用
宗
器
よ
り
花
園
の
微
笑
塔
を
譲
り
受
け
た
の
は
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
で
あ
り
、
こ
の
蹟
丈
を
誌
し
て
か
ら
十
二

年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
根
外
は
の
ち
鎌
倉
に
行
き
大
慮
の
塔
所
の
あ
る
天
源
庵
の
塔
圭
と
な
り
、
始
祀
大
慮
の
塔
所
守
護
の
任

に
當

つ

た
。
因
に
大
徳
寺
所
藏
の
蓮
庵
、
虚
堂
、
大
慮
三
組
の
自
賛
頂
相
は
天
正
年
中
、
天
源
庵
よ
り
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

ご
　
り

る
。
根
外
は
ま
た
推
さ
れ
て
、
關
東
十
刹
の

一
で
あ
る
膵
興
寺
に
も
住
し
た
。
そ
し
て
根
外
の
遺
志
は
温
中
宗
純
に
傳
つ
た
。

温
中
宗
純
は
五
山
之
上
の
南
輝
寺
に
關
山
派
と
し
て
瑞
世
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
勿
論
温
中
以
前
に
松
源
派
と
し
て
瑞
世
し
た
人
は

あ
る
が
、
花
園
の
關
山
派
と
し
て
名
饗
あ
る
南
禅
に
佳
し
た
の
は
温
中
を
以
て
噛
矢
と
す
る
。
元
に
も
留
學
し
た
學
徳
蕪
備
の
灘
倫
で
あ

つ
た
。
こ
の
温
中
は
根
外
の
剃
度
Q
弟
子
で
あ
る
。
根
外
が
鎌
倉
輝
興
寺
に
住
し
た
頃
、
温
中
の
父
は
根
外
に
蹄
敬
す
る
こ
と
篤
き
も
の

が
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
因
縁
か
ら
温
中
も
ま
た
根
外
の
弟
子
・と
な
つ
た
。
然
し
根
外
は
温
中
成
人
の
中
途
に
し
て
示
寂
し
た
の
で
、
温
中

は
根
外
の
遺
志
に
よ
り
、
無
因
宗
因
の
嗣
春
夫
宗
宿
に
随
從
し
て
途
に
鯛
法
し
た
。
こ
の
根
外
、
春
夫
と
も
に
妙
心
寺
中
絶
の
悲
運
に
相

遇
し
て
、
祀
道
意
識
を
高
調
し
、
關
山
の
佛
法
を
護
持
し
た
人
々
で
あ
る
。
春
夫
が
松
源
十
組
の
像
を
作
つ
て
、
松
源

一
流
の
來
由
を
明

か
降
薩
W
狙
恩
に
封
す
る
認
識
を
深
め
た
こ
と
は
、
根
外
が
關
山
派
の
組
塔
で
あ
る
微
笑
塔
を
同
復
し
た
こ
と
玉
と
も
に
銘
記
す
べ
き
事

で
あ
る
。
こ
の
二
師
に
育
ま
れ
た
温
中
で
あ
つ
た
。
温
中
は
こ
の
遺
誠
を
、
病
床
臨
絡
に
あ
つ
た
根
外
よ
り
傅
授
さ
れ
、
松
源
門
流
の
中

鷹
…燈
關
の
一
流
の
み
後
に
榮
え
た
こ
と
に
思
い
を
深
く
し
、
絡
生
根
外
の
遺
訓
を
運
守
し
た
。

温
中
は
關
山
慧
玄
脚
師
遺
誠
に
次
の
如
き
蹟
文
を
誌
し
て
い
る
。

　

み

　

　　

　

玄
古
佛
遺
誠

一
篇
者
。
、吾
得
度
之
師
根
外
老
人
之
所
レ授
也
。
老
人
誰
宗
利
。
雲
山
峨
和
術
之
的
嗣
也
。
老
人
昔
在
二南
騨
一日
。
得
二延

　

ゐ

　
　
　

　

　

　

　

ひ

　

お

　

用
尊
宿

之

一
賜
叩

使
三
日
峰

老
伯

興
二
起
花

園

頽
腹

一底

人
也
。

老
人

自

レ荘

往

ご鎌

倉

閏乞
爲

二
天

源

(
大
慮
胆
落
命
之
塔
也
)
塔

主
幻
未

幾

關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠

に
つ
い
て

八
七



灘

學

研

究

八
八

シ
テ

セ
シ
ム

呂

'

べ

昌

ノ

ト

昌
シ
テ

ベ

ノ

ヲ

ル

諸
山
署
佳
二灘
興
⑩
厭
際
吾
老
父
甚
蹄
ご敬
老
人
殉
是
故
余
亦
乞
而
爲

其
徒
一者
也
。
惜
哉
老
人
中
道
而
委
順
。
余
以

老
人
遺
志
幻
蘇
二

　

　　

り

　

　

こ

　

　

　

　
　

べ
ゐ
　
　

り

へ
り

春
夫
宿
和
樹
幻
老
人
干
レ
先
示
二微
慈
一之
際
。
以

一
書
一授
レ余
日
。
此
是
玄
古
佛
遺
誠

一
篇
也
。
他
時
異
日
勿
三輕

蔑

施
一云
夷
ρ
余

得
戸
紅
景
奉
郵

多
年
。
租
瓦
虚
堂
老
祖
雌
レ有
計
数
十
嗣
叩
命価
二
四
ち
彫
絶
ひ
唯
我
大
慮
祖
耳
。
綿
締
滞
卿
α
有
下爲
ゴ
見
孫
一
宜
コ
自
知
一
者
幻

　
り

　

ゐ

　　

　

　

　
り

み

こ

　

虚
堂
日
。
吾
道
東
突
。
大
通
騨
師
日
。
南
浦
法
兄
於
二虚
堂
老
伯
鴫
頗
有
二超
師
作
↓
是
則
所
三以
爲
二本
朝
大
祖
一也
。
次
大
燈
國
師
爲
二

　

　
り

こ

　

　

　

　

　

　

べ

　

　
ゐ

　

　

兇
孫
一薄
輻
。
翰
光
二
十
年
來
千
辛
萬
苦
。
建
是
眞
古
佛
也
。
依
レ施
關
山
老
祖
。
墨
二二
祖
之
大
功
一起

見
孫
偶
爾
者
⑩
萬
世
至
訓
也
。

　

　　
べ
ゐ
あ
　

　

　
づ
　

　

後
覧
者
勿
レ
容
二
易

旋
一
夷
Q
康
正
丙
子
騰
月
。
佳

一南
脚
一遠
孫
比
丘
。
温
申
宗
純
九
拝
書
・

温
中
が
こ
の
戯
丈
を
誌
し
た
の
は
康
正
丙
子
膿
月
、
帥
ち
康
正
二
年

(
一
四
五
六
)
十
二
月
、
關
山
脚
師
毎
歳
忌
を
迎
え
る
に
當
つ
て
誌

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
Q
當
時
妙
心
寺
は
既
に
微
笑
塔
が
關
山
派
に
臨
し
、
妙
心
寺
中
興
の
祖
日
峰
宗
瞬

(丈
安
五
年
ー

一
四
四
八
ー
寂
)
も

遷
化
し
て
義
天
玄
承
の
時
代
で
あ
つ
た
。
義
天
が
細
川
勝
元
、の
疵
護
に
よ
り
龍
安
寺
を
開
創
し
、
闇
山
弾
師
の
百
年
遠
謙
も
近
く
な
つ
た

頃
で
あ
る
。
妙
心
寺
の
悲
運
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
温
中
が
關
山
派
出
身
と
し
て
當
然
祖
師
の
遺
誠
に
思
い
を
深
く
し
こ
の
蹟
文
を
誌
し

た
こ
と
」
思
う
。
か
つ
て
虚
堂
は
大
慮
の
筑
前
興
徳
寺
入
寺
の
法
語
を
見
て

「
吾
道
東
せ
り
」
と
讃
嘆
し
た
が
、
温
中
在
世
時
代
虚
堂
門

下
中
、
超
師
の
作
あ
り
と
西
燗
子
曇

(大
通
輝
齢
)
も
構
え
た
大
慮
の
法
流
の
み
榮
え
て
い
元
。
建
に
温
中
は
醤
師
根
外
が
蹟
丈
に
誌
し
た

「
源
深
者
流
久
」
の
詞
を
深
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
Q
そ
こ
で
温
中
は
大
慮
を

「
本
朝
の
大
祖
」
と
な
し
、
ま
た
そ
の
悟
道
を
守
つ
て

千
辛
萬
苦
鞘
光
す
る
こ
と
二
十
年
の
大
燈
を

「
是
れ
眞
の
古
佛
な
り
」
と
い
N
、
こ
の
故
に
關
山
祖
師
は
態
燈
二
祖
の
大
功
を
畢
げ
て
兇

孫
に
示
め
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
關
山
慧
玄
灘
師
遽
誠
は
萬
世
の
至
訓
で
あ
る
と
し
た
Q

虚
堂
智
愚
i
南
浦
紹
明
(大
癒
國
師
)1
宗
峰
妙
超
ー
(大
燈
國
師
)1
關
山
慧
玄

(舶州相
大
師
丁
授
外.宗
弼
細

轡

難

口
懸

口
蕪



占
'、

上
蓮
の
如
く
こ
の
遺
誠
は
南
樺
寺
の
關
山
派
の
人

汝
に
よ
り
傳
持
さ
れ
た
が
、
江
戸
期
に
至
り
承
慮
年
閥
、
駿
州
由
比
桃
源
寺
(妙
心
寺

直
末
)
の
耽
源
宗
陽
に
落
掌
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
耽
源
に
遺
誠
を
渡
し
た
の
は
耽
源
と
血
縁
關
係
の
あ
つ
た

一
老
倫
で
あ
る
が
、

幕
府

の
干
渉
を
揮
つ
て
か
内
密
の
中
に
行
わ
れ
、
こ
の
老
倫
の
名
も
ま
た
住
院
の
名
も
公
示
し
な
い
ζ
と
や
、
そ
の
老
僧
の
存
命
中
に
は
こ
の

遺
誠
を
弘
め
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
、
遺
誠
の
授
受
が
行
わ
れ
た
。
從
つ
て
こ
の
老
僑
が
直
接
妙
心
寺
へ
譲
渡
す
る
こ
と
は
己
が
院
名
倫

名
等
判
明
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
揮
つ
て
肉
縁
の
耽
源
に
渡
し
撫
も
の
と
思
わ
れ
る
Q

元
來
江
戸
幕
府
は
宗
教
政
策
上
、
南
騨
寺
金
池
院
の
崇
傳
を
し
て
諸
寺
諸
山
に
封
す
る
法
度
を
制
定
し
、
そ
の
取
締
り
を
嚴

に

し
元

が
、
な
か
で
も
朝
廷
と
の
關
係
が
深
か
つ
た
大
徳
、
妙
心
免
の
干
渉
は
彊
く
、
こ
の
承
慮
年
中
よ
り
二
十
数
年
前
に
は
所
謂
紫
衣
問
題
に

よ
り
、
澤
庵
、

玉
室
、
軍
傳
、
東
源
等
四
師
配
流
の
事
件
も
あ
り
、
恐
ら
く
こ
の
老
倫
に
は
生
々
し
い
記
憶
の
あ
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

し
、
こ
の
事
件
の
弾
墜
干
渉
の
中
心
人
物
で
あ
つ
た
倫
録
司
の
崇
傅
は
既
に
故
人
と
な
つ
た
と
は
い
う
も
の
玉
、
依
然
と
し
て
幕
府
え
の

細
心
の
注
意
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
Q
乃
ち
耽
源
の
蹟
文
に
よ
れ
ば

　

　

こ

　

こ

　

が

　

　
じ

こ

　

余

承
慮
申

。
有

二
肉
縁

老
祖

喝
住

二
京
師

南
縄

之

一
院

噌

一
日
趣
二
武

陵

「訪

二
余
茅

院

⑩
投

宿
撒

日
。

話
レ
余

日
。

今
吾

南
樺

之

}
院

者
。

　

　

　

昔
吾
天
慶
義
雲
輝
師
之
居
所
也
。
輝
師
者
。
花
園
無
因
和
樹
的
孫
Q
温
中
純
公
世
次
也
Q
是
故
温
中
天
慶
師
資
與
レ君
同
。
花
園
派
下
之

り

　

　
ゐ

ら

こ

　
　
　
っ
　

こ

き

　

ち

　
ぺ

畜
也
。
故
有
一二
書
相
淺
者
ゆ
余
多
年
想
箏寄
二附
干
師
叩
故
今
日
寄
二來
干
藪
幻
釦
授
二玄
祖
親
口
之
遺
誠
ゆ
且
日
、
此
書
籍
落

在
君
派

　　

　

ゐ

　　

　

よ
　
ま
　
　

　

　

ぺ
　
　
　

　

　

　　
べ

　

中

幻
則
他

時
當

三架

二
然

予
世
噸

難

レ然

我
生

前
。

必

勿

弘

レ栴

。

叉

勿
い
記

こ吾

院
吾

名

叩
若

公

則
有

倫

司
℃

事
難
こ
成

稔

}故

密

レ栴

云
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
つ

り

　
ゐ
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

余
拝
受
而
歎
日
。
關
爵
古
佛
。
観
二察
季
世
偶
爾
者
⑩
残
遮

般
遺
誠
鴎
明
如
二手
中
圭
鴨
果
今
日
見
孫
不
レ
知
二
二
祖
法
恩
一者
。

如
レ麻

こ

　

　
　

り

り

　　

　
　

べ
が

　

こ

ぼ

　

こ

　

ず
ゐ

似

ジ
粟
。

叉
且
歎

日
。

本
寺

鷹

永
之
大

攣
。

建

如
レ
覆

レ
掌

者
多
年

。

故

無
因

雲
山

目
峯
春

夫

及
徒
門
諸

老

會
一手

一
所

ゆ

無

レ
暇

レ談

二
如

　

　

　

こ

え
　
　
　

　　

　
　

　

　

ゐ
が

　　

　
　

　

　

こ

え

　

　

　

 上
遺
誠
り

徒
潜

・.
一
力
刈

不
レ
能

レ
流

二
通

干
徒
門

ゆ
室

如
二
魯

論

在
・
壁
中

ゆ
希

後
彦

依

二古

佛
遺

誠

殉
務

二其

本

一
蒙

・鷹

燈

二
祖
之
鯉

感

幻

關
山
慧
玄
輝
師
逡
誠

に
つ
い
て

八
九



縄
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究

九

〇

ク
ル

セ
」

ヲ

テ

ヲ

ツ

ノ

(
一
七
)

綿
綿
跨
竈
o
恢

張
吾
門
幻
事
可
二翅
レ足
竣
一夷
。
智
正
保
二
年
九
月
Q
駿
陽
桃
源
耽
源
宗
陽
拝
書
。

こ
の
蹟
文
を
誌
し
た
の
は
正
保
二
年
九
月
と
あ
る
が
、
無
著
道
忠
は
正
保
は
承
慮
よ
り
以
前
の
年
號
で
あ
る
か
ら
、
享
保
を
誤
爲
し
た

の
で
は
秩

か
と
註
し
て
黙

・
然
し
假
り
に
享
保
二
年

(
;

;

)
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
あ

遺
識
を
耽
源
が
轟

寺
の
一
蕎

よ
り
付
與
さ
れ
た
承
慮
年
中
よ
り
六
十
年
以
上
を
経
て
こ
の
戯
文
を
誌
し
π
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
享
保
二
年
で
は
な
い
と
思
う

の
で
あ
る
o
耽
源
の
蹟
文
の
後
に
慮
灘
の
戯
丈
が
あ
る
が
、
そ
の
文
中
に

余
元
緑
中
。

一
日
訪
二
桃
源
梅
漢
老
隠
殉
茶
話
之
次
。
談
一一先
師
竺
源
崇
レ祖
之
遺
志
幻
漢
甚
欺
日
。
吾
有

關
山
祖
師
遺
誠
之

一
書
迫
其

こ

　
　

意
符

一合
干
此
凶
斯
則
承
慮
中
京
師
南
桿
之
佃
蹄
……付
吾
師
耽
源
一者
。
示
一其
書
叩

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
見
れ
ば
承
慮
よ
り
三
十
数
年
を
経
た
元
緑
の
頃
に
は
既
に
世
代
が
攣
つ
て

「
吾
が
師
耽
源
に
節
付
す
る
も
の
な

り
」
と
い
つ
て
い
る
Q
そ
れ
故
元
緑
よ
り
更
に
降
つ
た
享
保
二
年
に
耽
源
が
こ
の
蹟
文
を
誌
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
耽
源
{示
陽

へ
こ
　
の

が
示
寂
し
た
の
は
延
費
九
辛
酉
年

(
一
六
八
一
)
九
月
六
日
で
あ
り
、
世
壽
八
十
六
歳
で
あ
つ
た
か
ら
、
耽
源
が
こ
の
蹟
文
を
誌
し
た
の
は

承
慮
よ
り
延
寳
ま
で
の
間
に
誌
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
承
態
、
明
暦
、
萬
治
、
寛
文
、
延
寳
と
年
號
は
次
第
す
る
の
で
あ
る
が
、
ど

の
年
號
を
正
保
と
誤
篇
し
た
の
か
と
疑
う
の
で
あ
る
。

一
盤
當
時
の
召
慣
と
し
て
は
干
支
を
誌
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
耽
源
の
餓
丈

に
は
た
播
「
正
保
二
年
九
月
」
と
あ
る
の
み
で
干
支
を
記
し
て
い
な
い
か
ら
不
明
で
あ
る
。
桃
源
寺
の
傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
耽
源
は

甲
州
萬
澤
の
廣
輻
寺
を
開
創
し
弟
子
梅
漢
に
席
を
護
り
、
駿
河
由
比
に
來
錫
し
て
桃
源
寺
を
申
興
し
た
人
で
、
の
ち
梅
漢
も
桃
源
寺
に
韓

佳
し
た
。
耽
源
が
桃
源
寺
中
興
に
當
り

一
寺
建
立
の
願
出
で
を
幕
府
に
し
た
の
は
正
保
二
年
で
あ
つ
た
。
幕
府
よ
り
一
寺
建
立
の
許
可
を

　のこ
　

得
て
の
ち
上
洛
し
、
妙
心
寺
よ
り
直
末
編
入
の
許
可
を
得
て
桃
源
寺
に
肺
つ
た
の
が
同
年
九
月
十
日
で
あ
つ
た
と
い
う
か
ら
、
或
は
ま
た

耽
源
は
桃
源
寺
建
立
の
年
を
記
念
し
、
こ
の
遺
誠
の
骸
文
に
も
承
慮
よ
り
遡
つ
た
正
保
二
年
九
月
と
誌
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
承
慮
と
い
え
ば
妙
心
寺
は
愚
堂
東
建

(
一
五
七
七
ー

一
六
六
一)
の
活
動
時
代
で
、
数
年
後
に
は
關
山
祖
師
の
三
百
年
遠
諜
を
迎
え

る
と
い
う
時
で
あ
り
、
妙
心
寺
の
基
礎
確
立
の
時
代
で
あ
る
Q
い
ま
こ
の
南
輝
寺
の
一
老
倫
も
こ
の
遺
誠
を
花
園
の
關
山
派

に
瞬

せ

し



め
、
妙
心
寺
教
團
に
書
龍
黙
晴
せ
し
め
た
く
念
願
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
偶

々
江
戸
に
趣
き
途
中
駿
州
桃
源
寺
に
立
ち
寄
り
、
血
縁
の
耽

源
に
付
與
し
た
の
で
あ
つ
た
。
耽
源
も
こ
の
蹟
文
に
誌
す
如
く
、
慮
永
六
年

(
=
二
九
九
)
妙
心
寺
中
絶
以
來
、
こ
の
遺
誠
が
花
園
の
正
系

に
傳
ら
す
、

一
方
に
潜
ん
で
徒
門
に
流
通
し
な
か
つ
た
。
耽
源
が
こ
の
遺
誠
を
入
手
す
る
ま
で
に
は
二
百
四
十
余
年
の
歳
月

を
経

て

い

る
Q
建
に
魯
論
の
壁
中
に
在
つ
た
感
が
あ
る
Q
然
し
な
が
ら
こ
れ
が
廣
く
宜
布
さ
れ
る
に
は
次
代
に
僕
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

耽
源
の
嗣
に
梅
漢

(
一
六
三
五
1
一
七
〇
五
)
が
あ
つ
た
。
偶
汝
元
録
年
中
、

梅
漢
の
住
す
る
桃
源
寺

へ
興
膵
寺

(都
岡
)
の
慮
騨
普
善

(
=
ハ
八
〇
1

一
七
五
〇
)
が
來
訪
し
、

茶
話
の
折
慮
脚
は
そ
の
師
竺
源
が
始
祖
大
慮
を
崇
め
よ
と
遺
囑
し
た
と
語
つ
た
と
こ
ろ
、

梅
漢
は

先
師
耽
源
よ
り
所
傳
す
る
關
山
慧
玄
脚
師
遺
誠
の
一
書
を
慮
輝
に
示
し
た
。
慮
輝
の
師
竺
源
は
大
慮
の
祖
恩
を
彊
調
し
た
人
で
、
吾
が
國

の
大
磨
は
中
國
の
達
磨
に
匹
敵
す
る
祖
師
で
あ
り
、
そ
の
祖
恩
に
お
い
て
は

一
つ
で
あ
る
。
か
つ
て
衡
梅
院
の
雪
江
宗
深
は
日
日
安
井
の

龍
翔
寺
に
大
慮
の
祖
塔
を
拝
し
、
卒
風
暴
雨
と
い
え
ど
も
拝
塔
を
欠
か
さ
な
か
つ
た
。
然
る
に
近
來
多
く
の
縄
侮
は
慮
燈
二
祖
を
路
傍
の

人
を
見
る
が
如
き
態
度
で
嘆
か
わ
し
い
。
汝
(慮
陣
)
他
口
佳
院
す
る
に
及
べ
ば
、
そ
の
牌
を
建
て
念
讃
獄
備
を
怠
ら
す
、
勿
論
忌
日
の
宿

忌
孚
齋
を
修
し
て
、
祖
恩
に
謝
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
慮
灘
に
訓
誠
し
た
と
い
う
。
い
ま
こ
の
慮
騨
が
桃
源
寺
の
梅
漢
よ
り
、
こ
の
關
山
祖

師
の
遺
誠
を
示
さ
れ
感
激
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
遺
誠
は
駿
州
府
中

(艀
岡
)
興
脚
寺
の
鷹
陣
に
傅
わ
つ
た
。
如
上

は
態
輝
の
蹟
文
に
よ
つ
て
窺
わ
れ
る
。
即
ち
蹟
文
に
は

　

　

ら

　
へ

　
　

　

　

先
師

竺

源
告

レ余

日
。

支
那

於
二
達

磨

㌦
本
朝

於
二
大

磨

殉
至
一其

恩

二

也
。

故
衡

梅

老
祖
。

毎

日
詣

二
龍

翔
祖

塔
幻

錐
二
卒

風

暴
雨

一
不
レ

ろ

　

　

　

　

　

　

こ

み
は

　

り
ぶ

　

　

　

こ

へ　

　

訣
。

或
修

二
塔
院
弊

漏

蛤
古
來

如
レ
此
近
來

衆
輝
於

二
慮

燈

二
祖

幻
彷

三
彿

見
二
路

人
崎

俸
他

日
有
一一把

茅
蓋

ア
頭
。

新
當

レ
建

・其

牌

鴨

念
讃

　

　

　

　

　

そ

そ

ゆ
や

こ

獄
備
亦
宜
'修

之
。
何
況
宿
忌
孚
齋
乎
。
余
元
豫
中
。

一
日
訪
二桃
源
梅
漢
老
隙
蛤
茶
話
之
次
Q
談
二先
師
竺
源
崇
レ
祖
之
遺
志
鴫
漢
甚

　
　

ま

り

べ

　　

　

き

ぺ
ゐ

　　

べ

　

　
　

歎
口
。
吾
有
二關
…山
祖
師
遺
誠
之
一
書

其
意
符
ご合
干
此
～
斯
則
承
慮
中
京
師
南
輝
之
倫
蹄
二付
吾
師
耽
源
一者
。
.示
二其
書
喝

余
禮
拝

　

が
　

　
　

　

　
　
つ

　

　

り

こ

り

べ

歎

日
。
奇

哉
國

師
。

察

二今

日
之
見

孫
幻

明
如

三
秋
月
穿

二
潭
底

殉
趙

宋

之
聞
。
諸

師
南

詞

。
蹄
朝

之
後

。
各

自
有

二
開
場

ゆ

見

孫
稗

=
其

　

　
　　

が

　

こ

　

　

　

を
　

や

　

　

　

　　

　

徳

ゆ
然

吾
大

慮
始
祖

児

孫
。
闘

國

錐
二
日
多
憩

不

レ知

二
祖
恩

功

一
者
甚

多
。
有

志
憂

レ
之
尤
哉

。

庇
事
乎

。

夫

顯
家

於

傳

教
鴨

密
家

於
こ

關
山
懸
玄
輝
師
遺
誠
に
つ
い
て

九

一



輝

學

研

究

九
二

ご

　

　

べ

　

べ
ゐ

　

わ
　

　
て
　

弘
.法
ゆ
各

祖

二
述
其

人

一其

外
難

・
小
宗

小
派

喝
賞

三
其
祖

恩

幻
如
今

樗

・・日
多

之
孫

唱
者
Q

不
レ
知

二祖

恩

之
深

幻
悲
哉

限

二
吾
門

幻
有

志
至

二

り

　

べ

ま
　
か

　

　

　
こ

へ
　

ヂ
此
刃
量
不
二蜷
悼
一乎
。
今
幸
有
ま
古
佛
親
口
遺
誠
殉
吾
欲
ソ弘
ノ栴
。
同
志
希
扶
レ旋
夷
。
岩
享
保
丁
未
。
鷹
灘
普
善
百
拝
書
。

慮
樺
が
こ
の
戯
文
を
誌
し
た
の
は
享
保
丁
未
帥
ち
享
保
十
二
年

(
一
七
二
七
)
で
あ
り
、
承
慮
年
中
、
桃
源
寺
の
耽
涼
が
階
灘
寺
の
一
老

檜
よ
り
關
山
祖
師
の
遺
誠
を
付
與
さ
れ
て
か
ら
七
十
余
年
を
経
て
い
る
。
慮
輝
は
い
う
、
南
詞
求
法
の
諸
師
は
齢
朝
後
、
各
開
創
し
た
寺

が
あ
る
か
ら
、
兇
孫
は
み
な
そ
の
徳
を
稻
え
て
い
る
。
然
る
に
慮
燈
關
門
流
の
見
孫
は
日
に
多
い
の
で
は
あ
る
が
、
始
祖
の
恩
功
を
知
ら

な
い
。
天
台
の
傳
教
、
眞
言
の
弘
法
は
勿
論
、
そ
の
外
小
宗
小
派
と
錐
も
み
な
そ
の
祖
恩
を
稻
え
、
祖
師
を
祖
述
し
て
い
る
。
然
ゐ
に
今

日
吾
が
大
慮
の

「
日
多
の
孫
」
と
櫓
す
る
も
の
み
な
祖
恩
の
深
き
を
知
ら
な
い
Q
吾
が
門
に
限
つ
て
始
祖
の
恩
を
知
ら
な
い
こ
と
は
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
Q
い
ま
幸
い
に
關
山
祖
師
親
口
の
遺
誠
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
廣
く
弘
め
よ
う
と
思
う
Q
同
志
希
く
は
こ
れ
を
支
持
さ
れ
よ

と
、
慮
灘
は
悲
願
を
立
て
ム
い
る
。

か
く
し
て
こ
の
遺
誠
は
駿
河
を
41
心
に
流
通
せ
ん
と
し
た
。
當
時
樺
界
は
西
に
古
月
あ
り
、
駿
河
に
白
隠
あ
り
、
而
し
て
京
都
に
無
著

あ
り
と
い
つ
た
時
代
で
あ
る
。
慮
灘
が
践
文
を
誌
し
た
享
保
十
二
年
は
白
隠
四
十
二
才
の
時
に
該
當
し
、
や
が
て
活
動
期
に
入
ろ
う
と
す

る
と
き
で
あ
る
Q
白
隠
慧
鶴

(
一
六
八
五
ー
一
七
六
八
)
が
駿
州
原
の
松
蔭
寺
に
法
櫨
を
樹
立
し
た
と
き
道
風
天
下
を
風
靡
し
た
の
で
あ
る

が
、
白
隠
が
虚
堂
録
開
講
に
當
り
参
學
の
徒
を
提
蜥
す
る
た
め
に
、
息
耕
録
開
鑓
普
説
を
著
し
た
り
、
大
燈
録
に
下
語
評
唱
し
た
椀
安
國

語
の
著
述
が
あ
る
。
或
は
寳
暦
元
年

(
一
七
五
[
)
同
州
高
林
寺
に
螢
ま
れ
た
大
慮
國
師
四
百
五
年
忌
齋
に
大
慮
録
を
提
唱
し
た
時
、
合
衆

二
百
余
員
と
い
ふ
、
更
に
明
和
元
年

(
一
七
六
四
)
八
十
才
の
時
大
慮
録
を
提
唱
し
て
東
海
日
多
遠
大
の
懸
記
を
顯
揚
し
た
Q
こ
の
時
清
衆

　こ
こ

七
百
余
員
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
後
事
を
上
足
途
翁
に
托
し
て
い
る
。
或
は
ま
た
白
隠
に
は
大
慮
、
大
燈
、
關
山
三
祖
の
像
を
書

い
た
墨
跡
諸
庭
に
散
在
し
て
い
る
。
桃
源
寺
所
藏
の
耽
源
の
掛
眞
は
白
隠
の
筆
に
て
寳
暦
年
間
の
書
賛
と
い
わ
れ

躍
倒
仙
桃
源
上
春
。
千
巖
雪
月
縛
鮮
新
。
後
來
風
水
白
頭
訣
。
欄
囎
花
園
毒
果
辛

と
の
賛
よ
り
耽
源
の
業
跡
を
構
え
て
こ
の
聞
の
浩
息
を
傳
え
る
如
く
で
あ
る
。
白
隈
が
關
山
祖
師
遺
誠
の
=
X
に
關
…し
て
の
知
不
知
は
と



も

か
く

と

し
て
、
關

山
古
佛

の
遺

志

は
實
践

さ

れ
た

も

の
と

い
つ
て
よ

い
。

さ

て

こ
の
遺

誠

は
寛

保

三
年

(
一
七
四
三
)
に

至
り
、

初
め

て
京
都

龍
華

院

に
住

す

る
無

著
道
忠

の
知

る
と

こ
ろ
と
な

つ
た
。

こ
の
時
無

著
は

九
十

一
歳

の
高
齢

で

あ
り

、
示
寂

に
先

き
立

つ

一
年
前

の

こ
と
で
あ

る
。

こ

の
年

の
五
月

十
八

日
、
妙

心
寺
塔

頭
南

涌
院

(駿
院
)
の

か
ん
は
ら

蒙
山
が
こ
の
關
山
慧
玄
繹
師
遺
誠
を
無
著
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
當
時
こ
の
原
本
は
駿
州
蒲
原
の
寵
雲
出寸
に
あ
つ
た
の
を
、
か
つ
て
蒙
山

に
随
侍
し
た
濃
州
加
治
田
の
龍
爾
寺
(加
茂
郡
)
の
捨
是
忽
が
書
を
褒
し
て
蒲
原
龍
雲
寺
よ
り
書
篇
し
た
も
の
を
求
め
得
、
塔
頭
南
涌
院
の

蒙
山
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
Q
そ
こ
で
無
著
は
塔
頭
大
龍
院
の
鑑
明
座
元
を
駿
州
蒲
原
龍
雲
寺
に
遣
わ
し
、
雲
山
宗
峨
成
文
に
か
ム
る
古

佛
親
口
の
關
山
慧
玄
灘
師
遺
誠
、
根
外
、
温
中
、
耽
源
、
慮
騨
等
の
戯
丈
総
じ
て
六
紙
の
校
合
を
な
さ
し
め
元
。
同
年
六
月
三
日
、
鑑
明

座
元
は
駿
州
よ
り
蹄
洛
し
て
、
再
校
合
の
結
果
異
る
と
こ
ろ
な
き
旨
を
報
告
し
た
。
こ
玉
に
お
い
て
無
著
は
こ
れ
を
自
著
正
法
山
誌
に
所

　
こ
　
　

牧
し
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
如
く
、
關
山
灘
師
示
寂
の
直
後
、
帥
.ち
延
文
五
年
十
二
月
仲
欝
、
雲
山
に
よ
つ
て
成
丈
さ
れ
た
遺
誠
丈
は
妙
心
寺
塔
頭
内
に

傳
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
無
著
は
こ
れ
よ
り
先
き
二
年
前
、
,帥
ち
寛
保
元
年

(
一
七
四
一
)
に
鑑
明
座
元
に
よ
り
入
手
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
關
山
檸
師
初
月
忌
の
日
潤
筆
威
文
さ
れ
た
現
行
の
無
相
大
師
遺
誠
と
い
わ
れ
る
關
山
慧
玄
騨
師
遺
誠
は
か
ム
る
流
傳
の
経
路
を
経

て
、
そ
の
祖
徳
は
顯
揚
さ
れ
讃
諦
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
因
に
遺
誠
の
原
本
の
存
否
に
つ
い
て
は
慮
騨
普
善
が
齢
岡
興
輝
寺
を

辞
任
し
蒲
原
龍
雲
寺
を
再
中
興
し
て
隠
退
し
た
と
き
、
遺
誠
文
は
龍
雲
寺
に
移
管
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
臆
騨
は
寛
延
三
年

(
一

七
四
三
)
三
月
二
十
九
日
、
七
十
一
歳
を
以
て
示
寂
し
た
。

無
著
は
龍
雲
寺
に
傳
つ
た
原
本
を
爲
さ
し
正
法
山
誌
に
所
牧
し
た
の
で
あ
る

が
、
の
ち
安
政
め
大
地
震
の
と
き
龍
雲
寺
伽
藍
の
大
破
と
と
も
に
こ
の
遺
誠
の
原
本
も
散
侠
し
て
今
日
傳
つ
て
い
な
い
。

註
(
一
)

正
法
山
誌
巻
四

三

)

同
上

開
山
慧
玄
輝
師
遺
誠
に
つ
い
て

九
三
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